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  中の週間の木曜日の晩課 

「主よ、爾に籲ぶ」に六句を立てて、左の
ス テ ィ ヒ ラ

讃頌 三章を歌ふ、第四調。 
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信者 は
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爾 の
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十字架、
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爾 が
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わ れ ら

我等を
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故に
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給へ。 

   又
ス テ ィ ヒ ラ

讃頌 、フェオドル師の作。第四調。 
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愛する
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主なればなり。
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故に
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我
ら

等
い ま

今
か ん し ゃ

感謝 して
な ん じ

爾 を
さ ん え い

讃榮 す。 


